
『
後
漢
書
』

の

「方
術
列
伝
」
・
「
逸

民

列

伝

」

に

つ
い

て

西

村

富

美

子

　
　ヱ
　

後
漢

一
代
の
歴
史
を
記
し
た

『後
漢
書
』
は
紀
伝
体
の
史
書
で
あ
る
が
、
中
国

の
い
わ
ゆ
る
二
十
四
史
と
言
わ
れ

る
先
行

の
史
書

『
史
記
』
『
漢
書
』
と
は
か
な

り
構
成

の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
列
伝
の
設
け
方
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

先
行
の
両
書
を
踏
襲
し

つ
つ
幾

つ
か
の
新
項
目
を
立
て
て
い
る
。
恐
ら
く
著
者
苑

曄
が
編
纂
に
際
し
て
時
代
性
に
即
し
た
史
書
の
編
纂
を
意
識
し
た
た
め
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
発
想
は
か
な
り
勇
気
を
要
す
る
決
断
で
あ

っ
た
が
画
期
的

な
こ
と
で
あ
り
、
専
門
家
の
意
見
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
以
後
の
史
書
の
編
纂

方
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

そ
の
新
し
い
項
目

の
な
か
で
筆
者
が
最
も
惹
か
れ
た
の
は

「方
術
」
「逸
民
」

の
二

つ
の
列
伝
項
目

で
あ
る
。
「
方
術
」
及
び

「
逸
民
」
と
い
う
項
目
に
は
い
か

な
る
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
か
、
同
時
に
社
会
か
ら
は
逸
脱
し
た
人
ま
た
実
態

が
明
白
に
把
握
で
き
ぬ
こ
と
を
業
と
す
る
人
、
さ
ら
に
は
儒
教
の
世
界
で
は
特
殊

な
人
、
を
後
世
に
残
る
正
史

の
な
か
に
収
録
す
る
こ
と
は
、
そ
の
存
在
を
社
会
的

に
認
知
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
疑
問
が
あ

っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
解
明
に

一
歩

で
も
近
づ
こ
う
と
い
う
の
が
こ
の
小
論
の
意

図
で
あ
る
。

○

こ
の
二
つ
の
列
伝
項
目
に

つ
い

て
、
先
に
簡
単
に
そ
の
概
容
を
述
べ
て
お
く
な

ら
ば
、
「方
術
列
伝
」
は
巻
八
十
二
上
下

・
列
伝
第
七
十
二
上
下
、
「逸
民
列
伝
」

は
巻
八
十
三

・
列
伝
第
七
十
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
両
列
伝
に
収
め
る
者

の
名
を
次
に
挙
げ
て
お
け
ば
、

方
術
列
伝

・
上下

(序
)

楊
由
唐
檀
董
扶
左
慈
寿
光
侯

任
文
公

李
南
公
沙
穆

郭
玉
計
子
勲

甘
始

郭
憲
李
部
許
曼
華
佗

上
成
公

東
郭
延
年

許
楊
段
磐
趙
彦
徐
登

解
奴
享

封
君
達

高
獲
彦
扶
奨
志
張

費
長
房

張
　

王
真

王
喬
折
像
単
麗
繭
子
訓

麹
聖
卿

邦
孟
節

謝
夷
吾

奨
英
韓
説
劉
根
編
盲
意

王
和
平

と
、
ω
に
は
約
十
三
人
、
㈲
に
は
約
二
十
八
人
の
伝
記
を
載
せ
る
。

の
最
初
、

つ
ま
り
巻
頭

に

「
序
」
、
巻
尾

に

「
論
」

が
あ
り
、

「
賛
」
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
伝
記
の
文
は
、

　
　　
　

あ
て
長
文

の
も
の
、
ま
た
下
巻
の
計
子
勲
、
上
成
公
、
解
奴
享
、
張
　
、

編
盲
意
な
ど
の
よ
う
に
極
め
て
短
い
も
の
も
あ
る
。

逸
民
列
伝

(論
)

野
王
二
老

向
長

逢
萌

周
党

王
覇

井
丹

梁
鴻

高
鳳

台
柊

韓
康

矯
慎

法
真

漢
陰
老
父

陳
留
老
父

鹿
公

賛

と
、
十
七
人
の
伝
記
を
載
せ
る
。
伝
記
の
文

の
長
短
は

は
な
く
、
梁
鴻
を
除
け
ば
ほ
ぼ
均
等
で
あ
り
、
巻
頭
に

「
論
」、

を
載
せ
る
が
、

論賛

そ
し
て
ω

㈲
の
巻
尾
に
は

下
巻
に
収
め
る
華
佗
の
よ
う
に
極

麹
聖
卿
、

戴 厳
良 光

 

「
方
術
列
伝
」
ほ
ど
で

巻
尾
に

「賛
」

高
鳳
の
伝
記
の
と
こ
ろ
に
編
者
の
萢
曄

の
父
で
あ
る
萢
泰
の

「隠
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『
後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

　
　ヨ
　

逸
」
に
つ
い
て
述

べ
た

「論
」
を
付

し
て
い
る
。

な
お
両
伝
と
も
に

(

)
を
付
し
た

(序
)
、
(論
)
に

つ
い
て
は
、
『
後
漢
書
』

は

《序
》
《論
》
と
は
記
し
て
い
な
い
。
「
方
術
列
伝
」
は
、
巻
尾
に

「
論
」
が
あ

る
の
で
仮
に

《序
》、
「逸
民
列
伝
」
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に

『文
選
』
の

「史
論
」

の
部
類

に
収
め
て
い
る
の
で
、
《論
》
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断

っ
て
お
く
。

中
国
の
い
わ
ゆ
る
正
史
と
言
わ
れ
る
二
十
四
史
の
な
か
で
、
「方
術
」
「
逸
民
」

を
列
伝

の
項
目
と
し
て
初
め
て
挙
げ
た
の
は

『
後
漢
書
』
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
『
後
漢
書
』

に
先
立

つ
正
史
に

『
史
記
』
及
び

『
漢
書
』
が
あ
る
が
、

こ
の
二

つ
の
史
書

に
は

「方
術
」
「
逸
民
」
と
い
う
独
立

の
列
伝
項
目
は
見
え
な

い
。

こ
れ
に
類
す
る
人
物
の
伝
記
は
別
の
列
伝
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
『史
記
』
に
は
、
「滑
稽
」
「
日
者
」
「亀
策
」
の
列
伝
が
あ
る
が
、
以
後
の
正

史

は
こ
の
三

つ
の
列
伝
項
目
を
受

け
継
い
で
は
い
な
い
。
『
史
記
』
巻
百
三
十

「太
史
公
自
序
」

に
各
巻
の
内
容
を
簡
単
に
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
三

つ
の
列

伝
に
つ
い
て

◎
世
俗
に
流
れ
ず
、
執
利
を
争

わ
ず
、
上
下
凝
滞
す
る
所
無
く
、
人
の
之
れ

を
害
す
る
莫
く
、
道
を
以
て
之
れ
を
用
う
。
滑
稽
列
伝
第
六
十
六
を
作
る
。

◎
斉

・
楚

・
秦

・
趙
の
日
者
為

る
も
の
、
各
お
の
俗
の
用
い
る
所
有
り
。
其

の
大
旨
を
循
観
せ
ん
と
欲
し
、
日
者
列
伝
第
六
十
七
を
作
る

◎
三
王
亀
を
同
じ
く
せ
ず
、
四
夷
各
お
の
ト
を
異
に
す
る
も
、
然
れ
ど
も
各

お
の
以
て
吉
凶
を
決
す
。
略

ぼ
其

の
要
を
關
い
、
亀
策
列
伝
第
六
十
八
を

作
る
。

と
、
内
容
の
要
旨
を
述

べ
る
。

ま
た
古
代
の
名
医
、
扁
鵠

(黄
帝
時
代
、
姓
は
秦
、
名
は
越
人
)

・
倉
公

(前

漢
の
呂
后
～
文
帝
、
淳
干
意
)
の
列
伝
が
あ
り
、
同
じ
く

「自
序
」

に
は

◎
扁
鵠

医
を
言
い
、
方
者
の
宗
た
り
。
数
を
守
る
こ
と
精
明
、
後
世
循
序

し
て
、
易
う
能
わ
ざ
る
な
り
、
而
し
て
倉
公
之
れ
に
近
し
と
謂
う
べ
し
。

扁
鵠
倉
公
列
伝
第
四
十
五
を
作
る
。

と
、
司
馬
遷
は
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
四
つ
の
列
伝
は
、
『史
記
』

の
立
て
た
項
目
だ
が
、
「
滑
稽
」
以
外
は

後
々
の
正
史
に
名
称
を
変
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
日
者
」
「亀

策
」
コ
扁
鵠
倉
公
」
は

「方
術
」
と
い
う
列
伝

の
項
目
に
よ

っ
て
ト
笠
や
医
学
を

事
と
す
る
人
た
ち
の
伝
記
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
項
目
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

『
史
記
』
に
次
ぐ

『漢
書
』
は
、
列
伝
の
項
目
に
新
し
い
項
目
を
立
て
ず
に
、

先
に
挙
げ
た

『
史
記
』
の
三

つ
の

「滑
稽
」
「
日
者
」
「亀
策
」
列
伝
以
外
は
、
ほ

ぼ

『
史
記
』
の
項
目
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
項
目
の
設
け
方
に
新
機
軸
を

出
し
た
の
は

『
後
漢
書
』
で
あ

っ
た
。
『後
漢
書
』
は
南
朝
宋

の
萢
曄
の
編
纂
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
次
代
の
歴
史
を
記
し
た
西
晋
の
陳
寿

の
編

纂
に
か
か
わ
る
正
史

『
三
国
志
』
の
後
な
の
だ
が
、
成
立
は
前
後
す
る
も
の
の
正

史
の
項
目
に
関
し
て
は
実
に
画
期
的
な
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち

『
後
漢
書
』
は

「
方
術
」
「
逸
民
」
以
外
に
も
新
し
い
項
目
を
設
け

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
項
目
は
以
後
の
正
史
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
「方
術
」
「
逸

民
」
以
外
の
新
し
い
項
目
に
は
、
宙
官
の
伝
記
で
あ
る

「
宙
者
列
伝
」、
「
儒
林
列

伝
」
と
は
別
に

「文
苑
列
伝
」、
す
ぐ
れ
た
個
人
の
行
為
を
記
す

「独
行
列
伝
」
、

後
世
の
範
と
な
る
女
性
の
伝
記
で
あ
る

「
列
女
列
伝
」
な
ど
が
あ
る
。
個
人
の
伝

記
以
外

に
こ
う
し
た
独
自

の
項
目
名
を
立
て
る
こ
と
に
関
し
て
、
『後
漢
書
』
は

『
史
記
』
『漢
書
』
の
先
行
の
正
史
と
は
異
な
る
観
点
に
立
ち
、
変
化
す
る
時
代
の

社
会
相
に
適
応
し
た
項
目
を
設
け
る
と
い
う
発
想
の
も
と
に
、
こ
う
し
た
新
項
目

を
発
案
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『史
記
』
『
漢
書
』
が

「
外
戚
世
家
」
あ
る
い

は

「外
戚
列
伝
」
と
し
て
い
た
後
宮
関
係
の
記
録
を

「本
紀
」
に
列
し
て

「皇
后

紀
」
と
し
た
。
こ
れ
は
後
々
受
け
継
が
れ
ず

『後
漢
書
』
だ
け
な
の
だ
が
、
そ
の

当
時
の
後
宮
、
外
戚

の
実
状
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
う
し
た

『後
漢
書
』
の
新
し
い
観
点
ま
た
発

想
は
当
時
極
め
て
高

い
評
価
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
梁
の
昭
明
太

子
が
中
心
と
な

っ
て
編
纂
さ
れ
た
中
国
初
の
詞
華
集

『文
選
』
の
な
か
に
、
こ
の

『後
漢
書
』
の
新
項
目
関
連

の
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
分
か
る
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
項
目
が
設
け
ら
れ
た
そ
の
理
由
、
ま
た
内
容
、
定
義

に
近
い
解
説
の

「論
」
は
、
項
目
に
対
す
る
編
者

の
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
受

け
取
ら
れ
、
注
目
に
値
す
る
も
の
と
し
て

『文
選
』
に
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で

『文
選
』
に
収
録
さ
れ
る
萢
曄

の

「論
」
(項
目
)
を
挙
げ
て
お
く
な
ら

ば
、
巻
四
十
九

史
論
上

巻
五
十

史
論
下

史
述
賛

の
五
篇

で
あ

る

。

ち

な

み

に

に

は
、

九

篇

の
作

品

が

収

め

ら

れ

て

い

る
が

、

の

「
論

」

で
あ

り

、

『
後

漢

書

』

も

の

で
あ

ろ

う

。

さ

て
、

右

に
述

べ

た

よ

う

に
、

「
方

術

」

は

『
史

記

』

に
も

そ

の

ル

ー

ツ
を

求

め

る

こ
と

が

で
き

る
が

、

も

う

一
つ
の

「
逸

民

」

は

『
史

記

』

に
も

『
漢

書

』

に

も
、

項

目

の

ル

ー

ツ
ら

し

き

も

の
を

見

出

す

こ
と

は

で
き

な

い
。

そ

こ

で

《
逸

民

》

と

い

う
語

、

併

せ

て

《
方

術

》

と

い

う
語

の

ル

ー

ツ
を

考

え

は
　る
　

て
み
る
と
、
「逸
民
」
は

『論
語
』
微
子
篇
に
見
え
る
の
が
最
初

で
あ
る
。

逸
民
は
、
伯
夷

・
叔
斉

・
虞
仲

・
夷
逸

・
朱
張

・
柳
下
恵

・
少
連
。
子
曰
く
、

そ
の
志
を
降
さ
ず
、
其
の
身
を
辱
あ
ざ
る
は
、
伯
夷

・
叔
斉
か
。
柳
下
恵

・

少
連
を
謂
う
、
志
を
降
し
身
を
辱
む
。
言
は
倫
に
中
り
、
行
は
慮
に
中
る
。

其
れ
斯
の
み
。
虞
仲

夷
逸
を
謂
う
、
隠
居
し
て
言
を
放
く
。
身
は
清
に
中

り
、
廃
は
権

に
中
る
。
我
は
則

ち
是
に
異
な
り
。
可
も
無
く
不
可
も
無
し

『後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

「萢
蔚
宗
後
漢
書
皇
后
紀
論

一
首
」
(『後
漢
書
』

巻
十

・
上
下
)

「萢
蔚
宗
後
漢
書
二
十
八
将
伝
論

一
首
」

(『
後
漢

書

』
巻
二
十
二
朱
景
王
杜
馬
劉
傅
堅
馬
列
伝
第

十
二
の
後
に
付
す
)

「
宙
者
伝
論

一
首
」

(巻
七
十
八
列
伝
第
六
十
八
)

「
逸
民
伝
論

一
首
」
(巻
八
十
三
列
伝
第
七
十
三
)

「
萢
蔚
宗
後
漢
書
光
武
紀
賛

一
首
」

(巻

一
下
光

武
帝
紀
第

一
下
)

『
文
選
』
巻
四
十
九

・
巻
五
十
の

「
史
論
」
上
下

う
ち
四
篇
が
苑
曄
の

『
後
漢
書
』

の
新
項
目
が
い
か
に
重
要
視
さ
れ
た
か
を
示
す

と
。

そ
し
て
何
嬰
の
注
に
は

「逸
民
は
、
節
行
の
超
越
な
る
者
」
と
あ
る
。
孔
子
は
、

逸
民
と
し
て
、
伯
夷

・
叔
斉

・
虞
仲

・
夷
逸

・
朱
張

・
柳
下
恵

・
少
連
の
七
人
を

認
定
し
た
の
で
あ
る
。
伯
夷

・
叔
斉
が

『
史
記
』
巻
六
十

一
に

「伯
夷
列
伝
」
が

あ
る
以
外
に
は
、
他
の
五
人
に
確
た
る
列
伝
の
項
目
を
挙
げ
る
の
は
難
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
『後
漢
書
』
以
後
、
「方
術
」
「逸
民
」
と
い
う
列
伝
の
流
れ
は
い

ち
お
う
受
け
継
が
れ
て
い
く
が
、
こ
の
二
つ
の
名
称
は
列
伝
の
名
称
と
し
て
は
受

け
継
が
れ
て
は
い
か
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
無
い
の
か
、

現
在
は
推
論
の
段
階
に
過
ぎ
ず
明
白
な
確
証
が
得
ら
れ
な
い
で
い
る
が
、
列
伝
の

名
称
と
し
て

「方
術
」
「逸
民
」
を
用
い
る
の
は
、
む
し
ろ

『後
漢
書
』
だ
け
な

の
で
あ
る
。

二
十
四
史
の
な
か
で
、
「方
術
」
「逸
民
」
と
い
う
列
伝

の
名
称
が
ど
う
変
化
す

る
か
を
述
べ
て
お
け
ば
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
こ
の
二

つ
は
二
十
四
史
の
な
か

に
あ

っ
て
は
む
し
ろ
特
殊
で
あ
る
。
二
十
四
史
の
な
か
で

「方
術
」
系
の
列
伝
を

有
す
る
史
書
は
十
五
種
を
数
え
る
が
、
「方
技
」
列
伝
が
大
半
で
あ
り
、
「芸
術
」

列
伝
が
四
種
と
そ
れ
に
次
ぎ
、
「術
芸
」
が

一
種
で
あ
る
。
「
逸
民
」
系
の
列
伝
は

や
は
り
十
五
を
数
え
る
が
、
「隠
逸
」
列
伝
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「高
逸
」
「
処
士
」

「逸
士
」
の
各
列
伝
が
そ
れ
ぞ
れ

一
書
ず

つ
使
わ
れ
て
い
る
。

「隠
逸
」

の
語
は
、
『漢
書
』
巻
八
十
六
、
何
武
伝
に
、
「
行
い
に
茂
異
有
り
、

民

に
隠
逸
有
り
」
と
見
え
る
の
が
初
め
で
、
『
後
漢
書
』

に
は
何
カ
所
か
に
使
わ

れ
て
い
る
。
「処
士
」
は
、
『孟
子
』
藤
文
公
篇
に

「諸
侯
は
放
恣
、
処
士
は
横
議
」、

ま
た

『萄
子
』
非
十
二
子
篇
に

「古
え
の
所
謂
処
士
な
る
者
は
、
徳
盛
ん
な
る
者

な
り
」
と
あ
り
、
「逸
士
」
は
、
播
岳
の

「
西
征
の
賦
」

(『
文
選
』
巻
十
)
に
、

は
　　
　

「山
潜
の
逸
士
の
、
卓
と
し
て
長
く
往
き
て
反
ら
ざ
る
を
悟
る
。
」
と
見
え
る
。

次
に

「方
術
」

の
語
に
つ
い
て
は
、
『荘
子
』
天
下
篇

に

「天
下

の
方
術
を
治

む
る
者
多
し
」
や
、
『筍
子
』
尭
問
篇
に

「
方
術
用
い
ず
」
な
ど
と
見
え
る
語
だ

が
、
「方
技
」
の
語
は
、
『
漢
書
』
巻
九
十
九
、
王
葬
伝
な
ど
に
あ
る
が

「方
術
」

　
　　
　

の
語
の
ほ
う
が
そ
の
歴
史
は
古
い
よ
う
で
あ
る
。
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『後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

〇
二
十

四
史

の

「
方
術

列
伝
」
及
び

「
逸
民
列
伝
」

そ
れ
で
は
、
次
に
二
十
四
史

の
中

で

「方
術
」
「逸
民
」

の
各
列
伝
が
ど
の
よ

う
に
受
け
継
が
れ
い
る
か
を
示
す
た
め
に
、
二
十
四
史

の
史
書
を
整
理
し
て
示
し

て
お
く
。

(列
伝
名
の
下
の
数
字
は
、
そ
の
列
伝
に
収
め
ら
れ
た
人
数
を
表
す
)

書

名

一

史
記

二

漢
書

三

後
漢
書

四

三
国
志
魏
志

四 三 ニ ー 〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー 〇 九 八 七 六 五

巻

数

百
三
十
巻

百
二
十
巻

百
二
十
巻

六
十
五
巻

呉
志

・
蜀
志

晋
書
宋
書
南
斉
書

梁
書
陳
書
後
魏
書

北
斉
書

周
書
階
書
南
史
北
史
旧
唐
書

新
唐
書

旧
五
代
史

新
五
代
史

宋
史
遼
史
金
史
元
史
明
史

百
三
十
巻

百
巻
五
十
九
巻

五
十
六
巻

三
十
六
巻

百
十
四
巻

五
十
巻

五
十
巻

八
十
五
巻

八
十
巻

百
巻
二
百
巻

二
百
二
十
五
巻

百
五
十
二
巻

七
十
五
巻

四
百
九
十
六
巻

百
十
六
巻

百
三
十
五
巻

二
百
十
巻

三
百
三
十
六
巻

編

者

漢

・
司
馬
遷

後
漢

・
班
固

宋

・
萢
曄
、
晋

・
司
馬
彪

晋

・
陳
寿

唐

・
房
玄
齢
等

梁

・
沈
約

梁

・
薫
子
顕

唐

・
銚
思
廉

々
北
斉

・
魏
収

唐

・
李
百
薬

唐

・
令
狐
徳
棄
等

唐

・
魏
徴

唐

・
李
延
寿

々
後
晋

・
劉
胸

宋

・
欧
陽
脩
等

宋

・
醇
居
正
等

宋

・
欧
陽
脩

元

・
托
克
托

々々
明

・
宋
濠

清

・
張
廷
玉

方
技
列
伝

○

巻

八

二

・
上

下

方

術

(
13

・
21
)

○
巻
二
九
(7
)

○

巻

九

五

・
芸

術

(
24
)

○

巻

九

一
・
術

芸

(
26
)

○

巻

四
九

・

(
13
)

○
巻

四
七

・
芸

術

(
9
)

○
巻

七

八

・
芸

術

(
14

)

○
巻
八
九

・
巻
九
〇

・
芸
術

○
巻

一
九

一

(30
)

○
巻
二
〇
四

(22
)

○
巻
四
六

一
・
四
六
二

〇
巻

一
〇
八

(5
)

○
巻

=
一=

(10
)

○
巻
二
〇
三

(4
)

○
巻
二
九
九

(25
)

(
46

・
26

)

(
18

・
19

)

隠
逸
列
伝

○

巻

八

三

・
逸

民

(
17

)

○

巻

九

四

(
40
)

○

巻

九

三

(
22
)

○

巻

五

四

⊥
局
逸

(
17
)

○

巻

五

一

・
処

士

(
14
)

○
巻
九
〇

・
逸
士

(4
)

○
巻

七

七

(
5
)

○
巻

七

五

・
七

六

(
30

・
22
)

○
巻

八
八

(
7
)

○
巻

一
九

二

(
21
)

○
巻

一
九

六

(
25
)

○

巻

四

五
七

・
四

五

八

・
四

五

九

(
12

・
21

・
10

)

○
巻

一
二
七

(12
)

○
巻

一
九
九

(6
)

○
巻
二
九
八

(12
)
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○

『後
漢
書
』
逸
民
伝
論

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の

「
逸
民
列
伝
」

の

「論
」
は
、
『文
選
』
巻
五
十
、

「
史
論
」
下
に
収
あ
ら
れ

て
い
る
。

ま
た

『
後
漢
書
』

は
、

こ
の
巻
頭
の
文

は

「
論
に
曰
く
、
・
・:
」
で
は
な
く
、
『文

選
』
の
部
類
名

で
あ
る
こ
と
は
先

に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
他

の

『
後
漢
書
』
か
ら
収
録
す
る

「
史
論
」
の
部
の

「宙
者

伝
論
」
、
「
二
十
八
将
伝
論
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

さ
て
こ
の

『
後
漢
書
』、
『
文
選
』

の
両
書
に
収
め
ら
れ
る

「逸
民
列
傳
」
の
論

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
「逸
民
」

を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
か
、
を

知
る
た
め
に
、
ま
ず

「
論
」
を
挙
げ

て
お
く
。

え
き

と
ん

じ

ぎ

だ
い

(
一
)

易

に
称

す

、

「
遜

の
時

義

は
大

な

る

か

な
」

と
。

又

た

日

く
、

「
王

侯

に

つ
か

ぎ
ょ
う

の
っ
と

事
え
ず
、
其
の
事
を
高
尚
に
す
」
と
。
是
こ
を
以
て
尭
は
天
に
則
る
と
称
す
る
も
、

え
い
よ
う

ぶ

つ
い

こ

ち

く

け
つ

頴
陽
の
高
き
を
屈
せ
ず
①
、
武
は
美
を
尽
く
せ
る
も
、
終
に
孤
竹
の
禦
を
全
う
す

こ
れ

ふ
う
り
ゅ
う
い
よ

し
げ

ち
ょ
う
お
う

こ
と

②
。
薙
よ
り
以
降
、
風
流
弥

い
よ
繁
く
、
長
往

の
軌

未
だ
殊
な
ら
ず
、
而
る
に

か

ん

ち

あ
ら

あ
る

い
ん
き
ょ

感
致
の
数
は

一
に
匪
ず
。
或
も
の
は
隠
居
し
て
以
て
其
の
志
を
求
め
③
、
或
も

の

か

い

ひ

お
の
れ

は
回
避
し
て
以
て
其
の
道
を
全
う
し
④
、
或
も
の
は
己
を
静
か
に
し

て
以
て
其

の

し
ず

あ
や
う

や
す

躁
を
鎮
め
⑤
、
或
も
の
は
危
き
を
去

り
て
以
て
其
の
安
き
を
図
り
⑥
、
或
も
の
は

こ
う

が
い

し

俗
を
垢
と
し
て
以
て
其
の
築
を
動
か
し
⑦
、
或
も
の
は
物
を
疵
と
し
て
以
て
其

の

げ
き

け

ん

ぼ

か
ん
し
ん

こ
う
か
い

ほ
と
り

し
ょ
う
す
い

清
を
激
す
⑧
。
然
れ
ど
も
其
の
職
畝

の
中
に
甘
心
し
⑨
、
江
海

の
上
に
憔
惇
す
る

み

あ
に

こ
こ

を
観
る
に
、
宣
必
ず
し
も
魚
鳥
に
親
し
み
林
草
を
楽
し
む
な
ら
ん
や
。
亦
た
云
に

こ
う
む

し
り
ぞ

性
分
の
至
る
所
の
み
。
故
に
恥
を
蒙

る
の
賓
は
、
屡
し
ば
髄
け
ら
る
る
も
其

の
国

ふ

せ
ん
じ
ょ
う

な

た
と

を
去
ら
ず
⑩
、
海
を
踏
む
の
節
は
、
千
乗
も
其

の
情
を
移
す

こ
と
莫
し
⑪
。
適

い

き
ょ
う
え
き

こ
う
こ
う

去
就
を
矯
易
せ
し
む
と
も
、
則
ち
相

い
為
に
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
彼

の
脛
脛
と
し

う

こ
う
あ
い

せ
ん
ぜ
い

み
ず
か

て
名
を
沽
る
に
類
す
る
者
有
り
と
雛

も
、
然
れ
ど
も
嘉
埃

の
中
よ
り
蝉
蜆
し
、
自

か

ん

く

か

ち

こ

う

ふ

り

お

ら
簑
区
の
外
に
致
す
は
、
夫
の
智
巧
を
飾
り
て
以
て
浮
利
を
逐
う
者
に
異
な
る
か
。

じ
ゅ
ん
け
い

し

い

お
き

お
ご

ど

う

ぎ

苞

卿
言
有
り
て
日
く
、
「志
意

脩
ま

れ
ば
則
ち
富
貴
に
驕
り
、
道
義
重
け
れ
ば

『
後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

則
ち
王
公
を
軽
ん
ず
」
と
。

え
き
き
ょ
う

『易
経
』

に

「遜

の
示
す
時
期
と
そ
の
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
い
」
(遜

卦
)
と
い
う
。
ま
た

「王
侯
に
仕
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
生
き
方
を
高
尚

ぎ
ょ
う

に
す
る
」

(盤
卦
)
と
言
う
。
だ
か
ら
、
尭
は
天
に
則
る
偉
大
な
聖
人
と
称

そ

う

ほ

き
ょ
ゆ
う

さ
れ
た
が
、
巣
父

・
許
由
の
高
尚
な
志
を
ま
げ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ

し
ゅ
う

ぶ

は

く

い

た
。
周

の
武
王
は
そ
の
音
楽
が
美
を
尽
く
し
た
と
い
わ
れ
た
が
、
伯
夷

.

し
ゅ
く
せ
い

し
ゅ
よ
う

叔
斉
は
首
陽
山
に
隠
れ
て

つ
い
に
意
志
を
全
う
し
た
。

そ
れ
以
後
、

こ
の
流
れ
を
く
む
も

の
は
ま
す
ま
す
多
く
な

っ
た
。
世
を
避

け
て
隠
遁
す
る
と
い
う
道
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
に
至

っ
た
考
え
方

は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
あ
る
者
は
隠
れ
住
ん
で
そ
の
志
を
求
め
、
あ
る
者
は

世
を
回
避
し
て
そ
の
道
を
全
う
し
、
あ
る
者
は
自
分
の
心
を
静
に
し
て
そ
の

さ
わ躁
が
し
さ
を
お
さ
え
、
あ
る
者
は
危
険
を
去

っ
て
そ
の
身
の
安
全
を
図
り
、

あ
る
者
は
俗
世
を
汚
れ
た
も
の
と
し
て
そ
の
気
概
を
動
か
し
、
あ
る
者
は
万

事
を
と
る
に
た
ら
な
い
も
の
と
し
て
そ
の
清
廉
に
つ
と
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
田
野
の
生
活
に
甘
ん
じ
、
江
海
の
ほ
と
り
に
憔

怖
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
魚
や
鳥
に
親
し
み
林
や
草
を
楽
し
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
は
も

っ
て
生
ま
れ
た
性
質
が
そ
う
さ
せ
て
い

る
と
い
う
だ
け
な
の
だ
。
だ
か
ら
三
度
退
け
ら
れ
る
と
い
う
恥
辱
を
受
け
た

り
ゆ
う
か
け
い

柳
下
恵
は
、
そ
の
国
を
去
ら
な
か

っ
た
し
、
秦
が
天
子
に
な
る
な
ら
東
海
に

う
ち
ゅ
う
れ
ん

身
を
投
げ
る
と
言

っ
た
魯
仲
連
も
、
諸
侯
の
爵
位
に
そ
の
心
を
動
か
さ
な
か

っ

た
。
も
し
こ
の
二
人
に
そ
の
出
処
進
退
を
取
り
替
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、

互
い
に
相
手
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
。

こ
せ
こ
せ
し
て
名
声
を
売
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
者
も
い
る
け
れ
ど
も
、
し

か
し
な
が
ら
ご
た
ご
た
し
た
雑
踏
を
脱
却
し
て
、
自
ら
俗
世
間
の
外
に
身
を

お
い
た
の
は
、
あ
の
智
恵
と
技
巧
で
飾

っ
て
名
利
を
追
い
求
め
る
者
と
は
異

じ
ゅ
ん
し

な
る
で
あ
ろ
う
。
萄
子
は
、
「意
志
が
定
ま

っ
て
正
し
く
整

っ
て
い
れ
ば
富

貴
な
ど
も
あ
な
ど
る
し
、
道
義
が
厚
く
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
王
公
の
位
な
ど

も
軽
視
す
る
」
と
言

っ
て
い
る
。
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『
後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「
逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

ま
ず
冒
頭
に

『易
』
の

「遜
」
と

「盤
」
の
二
つ
の
卦
を
挙
げ
て
、
隠
遁
の
重

大
さ
高
潔
さ
を
讃
美
す
る
。
そ
し
て
隠
者
の
型
に
言
及
し
て
、
①
尭
の
時
の
許
由
、

②
周
の
武
王
の
時
の
伯
夷

・
叔
斉
、
③
長
沮

・
桀
溺

(と
も
に
孔
子
と
同
時
代
の

人
)
、
④
醇
方

(前
漢
末
の
人
、
『漢
書
』
巻
七
十
二
)
、
⑤
逢
萌

(逸
民
伝
)、
⑥

四
皓

(東
園
公

・
綺
里
季

・
夏
黄
公

・
用
里
の
四
人
、
秦
漢
の
際
に
商
山
に
隠
居
)、

⑦
申
徒
独

(股

の
湯
王
の
時
の
人
)

・
飽
焦

(周

の
人

で
廉
潔
の
士
)
、
⑧
梁
鴻

(逸
民
伝
)

・
厳
光

(逸
民
伝
)
、
⑨
北
人

の
無
択

(舜

の
友
人
)、
⑩
柳
下
恵

(春
秋
魯
の
人
)
、
⑪
魯
仲
連

(戦
国

の
時
の
弁
論
家
)
な
ど
を
例
に
挙
げ
る
。
な

お
①
か
ら
⑪
ま
で
の
人
名
の
大
半
は
章
懐
太
子
の
注
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
う
ち

①
⑦
⑨
は
、
譲
位
を
拒
否
し
た
人
。
ま
た
⑤
⑧
は

「
逸
民
伝
」
に
見
え
る
。
ま
た

聖
王

の
尭
、
武
王
も

一
目
お
い
た
存
在
だ
と
言
い
、
『論
語
』
『
荘
子
』
な
ど
の

《

隠
居
》
《
隠
遁
》
の
典
拠
を
暗
に
用
い
、
『萄
子
』
の
高
潔

の
士
の
言
を
引
用
し
て
、

隠
者
、
隠
遁
の
価
値
を
主
張
す
る
。

お
と
ろ

う
ん
し
ゃ

ぎ

ふ

ん

(二
)

漢
室
中
ご
ろ
微
え
、
王
葬
位
を
纂
う
。
士
の
薙
籍
な
る
も
義
憤
甚
し
①
。

か
ん

べ
ん

や
ぶ

け

い

じ

是
の
時
冠
を
裂
き
冤
を
殿
り
、
相
い
携
持
し
て
之
こ
を
去
る
者
②
③
、
蓋
し
数
う

た

よ
う
ゆ
う

こ
う

よ
く
し
ゃ

と

る
に
勝
う
べ
か
ら
ず
。
楊
雄
曰
く
、
「鴻
冥
冥
に
飛
べ
ば
、
ざ
者
何
ぞ
墓
ら
ん
や
」

さ

こ

う

ぶ

そ
く
せ
き

と
。
其
の
患
い
を
違
る
こ
と
の
遠
き
を
言
う
な
り
。
光
武
幽
人
に
側
席
し
て
、
之

せ

い
は
く
ほ
し

ゃ

も
と

か
ざ

れ
を
求
む
る
こ
と
及
ば
ざ
る
が
若
く
す
。
施
吊
蒲
車
の
徴
め
責
る
所
、
巌
中
に
相

せ
つ
ほ
う

ほ
う
ぼ
う

へ
い

げ
ん
こ
う

し
ゅ
う
と
う

い
望
む
。
蘇
方

・
逢
萌
④

の
若
き
は
聰
す
も
至
る
を
肯
ぜ
ず
、
厳
光

・
周

党

・

お

う

は

み

い
だ

王
覇
⑤
は
至
る
も
屈
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
群
方

威
な
遂
げ
、
志
士
は
仁
を
懐
き
、

ま
こ
と

し

ゅ
く
そ
う

斯
れ
固
に
所
謂

「
逸
民
を
挙
ぐ
れ
ば
、
天
下

心
を
帰
す
」

か
。
粛
宗
も
亦
た

て
い
き
ん

こ
う
ほ
う

め

じ

ご

や

鄭
均
に
礼
し
、
高
鳳
を
徴
し
⑦
、
以

て
其

の
節
を
成
す
。
自
後

帝

の
徳
梢
や
衰

じ
ゃ
げ

つ

こ
う
か
い

け
い
し
ょ
う

え
、
邪
華
朝
に
当
た
る
。
処
子
歌
介

に
し
て
、
卿
相
と
列
を
等
し
く
す
る
を
董
じ
、

ち
ゅ
う
こ
う

じ
ん

た

乃
ち
抗
憤
し
て
顧
み
ず
、
多
く
其

の
中
行
を
失
う
に
至
る
。
蓋
し
其
の
塵
を
絶
ち

か

な

て
反
ら
ず
、
夫
の
作
す
者
⑧
に
同
じ
き
を
録
し
、
之
れ
を
此
の
篇
に
列
す
。

漢
王
朝
が
中
ご
ろ
に
衰
微
し
、
王
葬
が
帝
位
を
墓
奪
し
た
。
心
穏
や
か
な
士

ぎ

ふ

ん

べ
ん

も
は
な
は
だ
義
憤
を
感
じ
た
。
当
時
、
冠
を
裂
き
冤
を
破
り
、
互
い
に
手
を

よ
う
ゆ
う

取
り
合

っ
て
朝
廷
を
去

っ
た
者
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
楊
雄

お
お
と
り

い
ぐ
る
み

は

「
鴻

が
見
え
な
い
く
ら
い
の
高
処
に
飛
べ
ば
、
ざ
を
射
る
者
も
取
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
禍
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
を

言

っ
て
い
る
。

こ
う

ぶ

て
い

光
武
帝

(二
五
-
五
七
在
位
)
は
隠
者
の
た
め
に
自
分
の
席
を
空
け
て
、

飽
く
こ
と
な
く
こ
れ
を
捜
し
求
め
る
姿
勢
を
示
し
た
。
賢
者
を
招
く
た
め
の

せ

い

き

き
ぬ

せ
つ
ほ
う

旋
旗
や
吊
の
束
、
蒲
車
な
ど
が
、
険
し
い
山
中
を
盛
ん
に
往
来
し
た
。
蘇
方

・

ほ
う
ぼ
う

げ
ん
こ
う

逢
萌
な
ど
は
招
聰
さ
れ

て
も
ど
う
し
て
も
出

て
こ
よ
う
と
せ
ず
、
厳
光

・

し
ゅ
う
と
う

お

う

は

周
党

・
王
覇
は
出
て
き
た
も
の
の
節
を
ま
げ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

天
下
四
方
は
す
べ
て
治
ま
り
、
志
あ
る
士
は
仁
心
を
も

っ
た
。
こ
れ
こ
そ
ま

こ
と
に
所
謂

「逸
民
を
挙
げ
用
い
れ
ば
、
天
下
の
民
は
心
を
帰
す
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
ゅ
く
そ
う

て
い
き
ん

こ
う
ほ
う

粛
宗

(章
帝
、
七
六
i
八
八
)も
ま
た
鄭
均
を
礼
遇
し
、
高
鳳
を
招
聰
し

て
、
そ
の
節
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
以
降
、
天
子
の
徳
は
し
だ
い
に
衰
え
、

姦
臣

(宙
官
)
が
朝
廷
の
実
権
を
握
り
、
在
野
の
士
は
固
く
節
操
を
守

っ
て
、

公
卿
宰
相
と
席
を
並
べ
る
こ
と
を
差
じ
、
激
高
憤
慨
し
て
政
治
を
顧
み
ず
、

中
庸
の
行
い
を
失
う
者
が
多
く
な

っ
た
。
な

俗
塵
の
世
を
去

っ
て
帰
ら
ず
、
か
の

「作
す
者
七
人
」
と
同
じ
よ
う
な
者

た
ち
を
記
録
し
こ
の
篇
に
列
ね
る
。

(
一
)
に
次
い
で
、
王
葬
か
ら
後
漢
以
後
、
光
武
帝

・
章
帝

(粛
宗
)
、
そ
れ

か
ら
以
後

の
後
漢
末
ま
で
の
隠
者

に
つ
い
て
述

べ
る
。
①
桓
栄

(『後
漢
書
』
巻

三
十
七

・
列
伝
二
十
七
)、
②
胡
広

(『
後
漢
書
』
巻
)、
③
倉
桓
伯

(春
秋
時
代
、

昭
公
の
時
の
人
)
、
④
醇
方

・
逢
萌

(e
の
④
⑤
)
、
⑤
厳
光

・
周
党

・
王
覇

(逸

民
伝
)
、
⑥
鄭
均

(『後
漢
書
』
巻
二
十
七

・
列
伝
十
七
)、
⑦
高
鳳

(逸
民
伝
)

な
ど
の
人
を
例
に
挙
げ
る
。

③
及
び
④
の
醇
方
を
除
け
ば
、
④
の
逢
萌
、
⑤
の
厳
光

・
周
党
と
⑦
の
高
鳳
は

「
逸
民
伝
」

に
、
①
②
⑥
は

『後
漢
書
』
の
他
の
列
伝

に
見
え
る
。
ま
た
前
漢
末

の
楊
雄
が
賢
者
を
鴻
に
た
と
え
た

『法
言
』
の
語
を
引
用
し
、
最
後
に

『論
語
』

一6一



憲
問
篇

の

「
作
す
者
七
人
」
⑧
と
同
格
の
人
た
ち
を
列
記
し
た
と
結
ぶ
。
七
人
と

は
長
沮

・
桀
溺

・
丈
人

・
石
門

・
荷
葺

・
儀
の
封
人

・
楚
狂
接
輿
で
あ
る
。

る

。

○

『
後
漢
書
』
方
術
伝

の

「
序
」
及
び

「
論
」

「
逸
民
伝
」

に
続
い
て
、
『後
漢

書
』
方
術
列
伝
上
の
巻
頭
の

「序
」
を
挙
げ

ち

ゅ
う
じ

え
き

ぼ
く
ぜ
い

(
一
)

仲

尼

は

、

易

に

は

君

子

の
道

四

つ
有

り

と

称

し
、

日

く

、

「
ト

笠

は
其

た

っ
と

け

ん

ぎ

し
ん
め
い

の
占
を
尚
ぶ
」
と
。
占
な
る
者
は
、
先
王
の
禍
福
を
定
め
、
嫌
疑
を
決
し
、
神
明

ゆ
う
さ
ん

ら
い
ぶ
つ

す

い

ほ

を
幽
賛
し
て
、
遂
に
来
物
を
知
る
所
以
の
者
な
り
。
夫
れ
陰
陽
推
歩
の
学
の
若
き

か
い
ち
ょ
う

ぎ
ょ
く
さ
く

き
ん
じ
ょ
う

は
、
往
往
に
し
て
墳
記
に
見
ゆ
。

然
れ
ど
も
神
経

・
怪
牒
、
玉
策

・
金
縄
は
、

め
い
れ
い

か
ん
け
い

よ
う
だ
ん

ふ
う
と
う

う
か
が

な

明
霊

の
府

に
関
肩
し
、
瑠
壇
の
上
に
封
縢
せ
る
者
に
し
て
、
得
て
關
う
こ
と
靡
き

か

ら

く

き
り
ゅ
う

き

し

し

こ

う

い

こ

う

な
り
。
乃
ち
河
洛
の
文
、
亀
龍
の
図
、
箕
子
の
術
①
、
師
膿
の
書
②
、
緯
候
の
部
、

け
ん
け

つ

め
い
さ
く

た
ん
ち

ゅ
う

じ

ん

く

さ
ん
け
ん

鈴
決
の
符
に
至
り
て
は
、
皆
な
冥
蹟
を
探
抽
し
、
人
区
を
参
験
す
る
所
以
に
し
て
、

ふ
う
か
く

と
ん
こ
う

し
ち
せ
い

げ

ん

き

時
に
聞
く
べ
き
者
有
り
。
其
の
流
に
又
た
風
角
③

・
遁
甲

・
七
政

・
元
気

・
六
日

ほ
う
せ
ん

に
っ
し
ゃ

て
い
せ
ん

し

ゅ

ゆ

こ

き

ょ

ぼ
う
う
ん
し
ょ
う
き

す
い
し
ょ

七
分

・
逢
占
④

・
日
者
⑤

・
挺
専

・
須
輿

・
孤
虚
の
術
及
び
、
望
雲
省
気
、
推
処

し
ょ
う
よ
う

祥
妖
有
り
て
、
時

に
亦
た
以
て
事

に
効
有
る
な
り
。
而
れ
ど
も
斯

の
道
隠
遠
、

げ
ん
お
う

た
ず

か
い
し
ん

せ
い
め
い

ま
れ

玄
奥
に
し
て
原
ね
難
し
。
故
に
聖
人

は
怪
神
を
語
ら
ず
、
性
命
を
言
う
こ
と
牢
な

り
。
或

い
は
末
を
開
き
て
其
の
端
を
抑
え
、
或
い
は
辞
を
曲
げ
て
以
て
其
の
義
を

あ
き章
ら
か
に
す
。
所
謂

「
民
は
之
れ
に
由
ら
し
む
べ
し
、
之
れ
を
知
ら
し
む
べ
か
ら

ず
」
。ち
ゅ
う
じ

え
き

ぼ
く

仲
尼

(孔
子
)
は
、
『易
』
に
は

「君
子

の
道
が
四

つ
あ
る
」
と
述

べ
、
「ト

せ
い

た

っ
と

籏
は
占
を
尚
ぶ
」
と
言

っ
た
。
占
と
は
、
先
王
が
禍
福
を
定
め
、
懐
疑
を
決

し
、
神
明
の
助
け
を
得
て
、

つ
い
に
は
未
来
を
知
る
拠
り
所
で
あ
る
。

す

い

ほ

そ
も
そ
も
陰
陽
推
歩
の
学
な
ど
は
、
往
往
に
し
て
古
典
に
見
え
て
い
る
。

か
い
ち
ょ
う

ぎ
ょ
く
さ
く

き
ん
じ
ょ
う

し
か
し
、
神
経

・
怪
牒
、
玉
策

・
金
縄
な
ど
の
不
思
議
な
事
を
記
し
た
書
物

よ
う
だ
ん

は
、
明
霊

の
府

に
閉
ざ
さ
れ
、
謡
壇

(仙
境
)
に
封
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
な

『
後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に

つ
い
て

か

と

ら
く
し
ょ

き
り
ゅ
う

き

の

で
、

窺

い
知

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

河

図

・
洛

書

の
文

、

亀

龍

の
図

、

箕

し

し

こ

う

い

し

ょ

し
よ
う
し
ょ
ち
ゅ
う
こ
う

ぎ
ょ
く
け
ん

子
の
術
、
師
膿

の
書
、
七
経
の
緯
書
や

『尚

書

中

候
』
の
類
、
『
玉
鈴
篇
』

げ
ん
じ
ょ
り
く
と
う
よ
う
け
つ

ふ

『玄
女
六
鱈
要
決
』

の
符

(お
ふ
だ
)
な
ど
に
至

っ
て
は
、
す
べ
て
奥
深
い

と
こ
ろ
を
探
り
抜
き
出
し
、
人
域
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
聞
く

こ
と
の
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

ふ
う
か
く

と
ん
こ
う

し
ち
せ
い

げ

ん

き

ほ
う
せ
ん

そ

の
流

れ

に

は
更

に

風
角

・
遁

甲

・
七

政

・
元

気

・
六

日

七

分

・
逢

占

・

に
っ
し

ゃ

て
い
せ
ん

し

ゅ

ゆ

こ

き

ょ

ぼ
う
う
ん
し
ょ
う
き

す
い
し
ょ
し
ょ
う
よ
う

日
者

・
挺
専

・
須
輿

・
孤
虚
の
術
、
そ
し
て
望
雲
省
気
、
推
処
祥
妖
が
あ
り
、

時
に
は
ま
た
あ
る
事
に
対
し
て
効
験
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
道

は
奥
深
く
、

玄
妙

で
探
求
し
難
い
。

だ
か
ら
聖
人

は

か
い
り
き
ら
ん
し
ん

せ
い
め
い

怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
、
め

っ
た
に
性
命

の
事
を
言
わ
な
か

っ
た
。
或
い
は
末

梢

の
み
を
公
開
し
て
端
緒
を
抑
制
し
、
或
い
は
こ
と
ば
を
娩
曲
に
し
て
本
義

あ
き

を
章
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
所
謂

「民
は
そ
れ
に
従
わ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、

民
に
は
そ
れ
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

冒
頭
に

『
易
』
の

「繋
辞
伝
」
及
び

「説
卦
」
の
こ
と
ば

(孔
子
)
を
引
い
て
、

ト
笠
に
は

《占
》
を
尊
重
す
る
こ
と
を
述

べ
、
王
が
神
明
の
力
に
助
け
ら
れ
て
未

来
を
知
る
方
法
な
の
だ
と
解
説
す
る
。
し
か
し
、
「逸
民
伝
」
と
は
異
な
り
人
よ

り
も

《占
》
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
例
は
、

人
と
し
て
は
①
箕
子

(股
の
紺
王
の

一
族
、
五
行
陰
陽

の
術
)、
②
師
暖

(春
秋

時
代
の
晋
の
楽
師
、
占
者
)
、
③
郎
顕

(『後
漢
書
』
巻
三
十
下

・
列
伝
二
十
下
)、

④
東
方
朔

(前
漢
武
帝
の
時
の
人
、
占
者
。
『
漢
書
』
巻
六
十
五
)
、
⑤
司
馬
季
主

(占
者
。
『史
記
』
巻
百
二
十
七
、
日
者
列
伝
)
の
五
人

で
あ
り
、
い
ず
れ
も

《占

》
術
を
行
う
が
、
同
時
代
の

「方
術
伝
」
に
列
す
る
者
の
例
は
挙
げ
て
い
な
い
。

ま
た
①
②
以
外
は
、
章
懐
太
子
の
注
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

《占
》
の
種

類
、
方
法
に
関
し
て
は
歴
代
の
も
の
を
含
め
て
当
時
知
ら
れ
て
い
た
も
の
が
羅
列

さ
れ
て
い
る
。
陰
陽
推
歩
、
神
経
、
怪
牒
、
玉
策
、
金
縄
、
河
洛
の
文
、
亀
龍
の

図
、
箕
子
の
術
、
師
暖
の
書
、
緯
書
、
尚
書
中
候
、
玉
鈴
篇
、
玄
女
六
輻
要
決
、

さ
ら
に
風
角
、
遁
甲
、
七
政
、
元
気
、
六
日
七
分
、
逢
占
、
日
者
、
挺
專
、
須
輿
、

孤
虚
、
望
雲
省
気
、
推
処
祥
妖
、
な
ど
と
書
物
や
実
際
の
術

の
名
な
ど
を
挙
げ
る
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『
後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

が
、
こ
れ
ら
の
実
態

に
つ
い
て
は

一
部
を
除
き
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ

の
道
を
隠
遠
玄
奥
と
称
し
、
『
論
語
』

の
言
を
引
い
て

「行
わ
せ
る
が
本
義
は
教

え
な
い
」
と
、
方
術
の
道
を
解
説
す

る
。

ぷ

(二
)

漢
の
武
帝
頗
る
方
術
を
好
み
て
よ
り
、
天
下
の
道
芸
を
懐
協
す
る
の
士
、

う

い
た

お
う
も
う
い
つ
わ

策
を
負
い
掌
を
抵
ち
、
風
に
順
い
て
届
ら
ざ
る
莫
し
①
。
後
王
葬

矯
り
て
符
命

し
ん
げ
ん

を
用
い
、
光
武

尤
も
識
言
を
信
ず
る
に
及
び
、
士
の
時
宜
に
赴
趣
す
る
者
、
皆

て

い
ち

せ
ん
さ

く

お
う
り
ょ
う

そ
ん
か
ん

と

ろ

く

な
騎
馳
穿
馨
し
、
争
い
て
之
れ
を
談

ず
る
な
り
。
故
に
王
梁

・
孫
威
は
名

図
鎮

か
い
て
い

て
い
こ
う

か

き

に
応
じ
て
②
、
越
え
て
塊
鼎

の
任
に
登
り
、
鄭
興

・
買
蓬
は
附
同
す
る
を
以
て
称

い
ん
び
ん

か

い

ご

り
ん
ぱ
い

か
ん
た
ん

顕
せ
ら
れ
③
、
桓
諺

・
サ
敏
は
乖
件
す
る
を
以
て
倫
敗
す
④
。
是
よ
り
習
い
て
内

学
と
為
し
、
奇
文
を
尚
び
、
異
数
を
貴
ぶ
こ
と
、
時
に
乏
し
か
ら
ず
。
是
こ
を
以

せ
き
せ
い

か
ん
ぽ
う

い
か

ぞ
う
ひ
ん

て
通
儒
碩
生
、
其
の
姦
妄
不
経
を
葱
り
、
奏
議
慷
慨
し
て
、
以
て
宜
し
く
蔵
濱
せ

し
ち
ょ
う

と
ら

ら
る
べ
し
と
為
す
。
子
長
も
亦
た

「
陰
陽
の
書
を
観
る
に
、
人
を
し
て
拘
わ
れ
て

た
め

忌
む
こ
と
多
か
ら
し
む
」
と
云
う
は
、
蓋
し
此
が
為
な
り
。

漢
の
武
帝

(前

一
五
九
-
八
七
)
が
大
い
に
方
術
を
好
ん
で
か
ら
、
天
下

た
の

の
道
術
を
身
に
備
え
て
い
る
士

は
、
秘
策
を
侍
ん
で
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
手

を
う

っ
て
、
す

べ
て
が
世

の
風
潮
に
な
び
い
て
や
っ
て
き
た
。
そ
の
後
王
葬

(前
四
五
-
後
二
三
)
は
偽

っ
て
符
命
を
利
用
し
た
。

し
ん
げ
ん

光
武
帝

(二
五
-
五
七
在
位
)
が
特

に
識
言
を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、

時
勢

に
合
わ
そ
う
と
す
る
士
は
、
み
な
自
由
勝
手

に
こ
じ

つ
け
て
、
争

っ
て

お
う
り
ょ
う

そ
ん
か
ん

と

ろ

く

こ
れ
を
議
論
し
た
。
そ
の
た
め
王
梁

・
孫
威
は
そ
の
名
が
図
鎮

(図
識
符
命

て
い
こ
う

か

き

の
書
)

に
符
合
す
る
と
い
う

の
で
三
公
の
位
に
抜
擢
さ
れ
、
鄭
興

・
質
逡

か
ん
た
ん

(三
〇
1

一
〇

一
)
は
こ
の
風
潮

に
同
調
し
た
の
で
権
勢
を
得
、
桓
謂

(前

い
ん
び
ん

二
四
-
後
五
六
)

・
サ
敏
は
帝

に
さ
か
ら

っ
た
の
で
失
脚
し
た
。

こ
れ
以
後
こ
れ
ら
は
内
学
と
い
い
な
ら
わ
さ
れ
、
奇
妙
な
文
や
奇
異
な
数

を
貴
ぶ
者
が
当
時
少
な
く
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
優
れ
た
儒
者

・
学
者
た
ち
は
、

ぎ

ま

ん

ひ

ふ

ん

そ
の
欺
購
と
不
経

(正
統

で
は

な
い
)
を
怒
り
、
上
奏
文
を
奉

っ
て
悲
憤

こ
う
が
い

慷

慨

し

、

す

べ

て
排

斥

さ

れ

る

べ
き

だ

と
願

っ
た
。

し
ち
ょ
う

し

ば

せ

ん

子
長

(司
馬
遷
、
前

一
四
五
-
前
八
六
)
も
ま
た

「陰
陽
の
書
物
を
観
る

き

ん

き

と
、
人
に
拘
泥
さ
せ
禁
忌
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
多
い
」
と
言

っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。

(
一
)
に
次
い
で
、
前
漢
の
武
帝
以
後
、
王
葬
、
光
武
帝
か
ら
後
漢
末

に
い
た

る
ま
で
の
方
術

の
流
れ
を
述

べ
る
。
こ
こ
で
は
、
①
少
翁

・
彙
大

(武
帝

の
時

の

人
、
『漢
書
』
巻
二
十
五
上

・
郊
祀
志
上
)
、
②
王
梁

・
孫
威

(『
後
漢
書
』
巻
二

十
二

・
列
伝
十
二
)
、
③
鄭
興

・
西貝
逡

(『後
漢
書
』
巻
三
十
六

・
列
伝
二
十
六
)、

④
桓
讃

・
サ
敏

(『後
漢
書
』
巻
二
十
八

・
列
伝
十
八
上
、
『
後
漢
書
』
巻
七
十
九

上

・
儒
林
伝
六
十
九
上
)
な
ど
、
①
以
外
は
す
べ
て
光
武
帝
の
時
の
者
を
挙
げ
る
。

そ
し
て

《内
学
》
と
称
し
た
風
潮
に
対
し
て
、
当
時
の
儒
者
た
ち
の
猛
烈
な
反
発

と
批
判
の
的
に
な

っ
た
と
解
説
す
る
。

か
た

よ

お
お

(三
)

夫
れ
物
の
偏
る
所
、
未
だ
蔽
う
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
大
道
と
云
う
と
錐

ゴ

へ

し

し

ょ

ふ

カ

し

も
、
其
の
骸
或
い
は
同
じ
か
ら
ん
。
若
し
乃
ち
詩
の
失
は
愚
、
書
の
失
は
謳
な
れ

い
つ
わ

も

し

お
ん
じ

ゅ
う
と
ん
こ
う

ば
、
然
ら
ば
則
ち
数
術

の
失
は
俗
を
誰
る
に
至
れ
る
か
。
如
令

温
柔
敦
厚
に
し

そ

つ

う

ち

え

ん

て
愚
な
ら
ざ
れ
ば
、
斯
れ
詩
に
深
き
者
な
り
。
疎
通
知
遠
に
し
て
謳
な
ら
ざ
れ
ば
、

い
つ
わ

斯
れ
書
に
深
き
者
な
り
。
数
を
極
め
変
を
知
り
て
俗
を
誰
ら
ざ
れ
ば
、
斯
れ
数
術

い
や

む
な

に
深
き
者
な
り
。
故

に
曰
く
、
「荷
し
く
も
其

の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
道
虚
し
く
は

お
も
う
に

し

ゅ
け
ん

は

へ
ん

り
ゅ
う
と
う

行
わ
れ
ず
」
と
。
意
者
多
く
其

の
統
に
迷
い
、
取
遣
頗
偏
し
、
甚
だ
流
宕
過
誕
な

り
と
錐
も
、
亦
た
失
う
有
る
な
り
。

ち
ょ
う
こ
う

そ

う

た

ろ

う

ぎ
き

ゅ
う
ち
ょ
う

中
世

張
衡
陰
陽

の
宗
為
り
①
。
郎
顕
答

徴
最
も
密
な
り
②
。
余
も
亦
た

班
班
た
る
名
家
な
り
③
。
其
の
徒
も
亦
た
雅
才
偉
徳
有
る
も
、
未
だ
必
ず
し
も
体

芸
能
を
極
め
ず
。
今

蓋
し
其
の
推
変
尤
も
長
じ
て
、
以
て
弘
く
時
事
を
補
う
べ

あ

つ

き
を
糾
め
、
因
り
て
合
わ
せ
て
之
れ
を
表
す
と
云
う
。

い

っ
た
い
、
物
が
偏
れ
ば
、
弊
害
が
無
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
大
道
と

し
き
ょ
う

　

い
っ
て
も
そ
の
障
害
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
も
し

『詩
経
』
の
欠
点
は
愚

で
あ

し
ょ
き
ょ
う

　

り
、
『書
経
』

の
欠
点
は
謳
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
数
術

の

欠
点
は
世
俗
を
た
ぶ
ら
か
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
温
柔
敦
厚

で
あ

っ
て
し
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か
も
愚
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ

こ
そ

『詩
経
』
に
深
く
通
じ
た
者
で
あ
ろ
う
。

疎
通
知
遠

で
あ

っ
て
し
か
も
謳

で
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ

『書
経
』
に
深

く
通
じ
た
者

で
あ
ろ
う
。

数
理
を
極
め
未
来
の
変
化
を
知

っ
て
し
か
も
世
俗
を
た
ぶ
ら
か
さ
な
い
な

ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
数
術
を
深
く
修
め
た
者
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら

「
真
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
が
行
う
の
で
な
け
れ
ば
、
た
だ

道
だ
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

い
と
ぐ
ち

思
う
に
、
多
く
の
人
は
緒
口
で
迷

っ
て
、
信
じ
る
者
と
信
じ
な
い
者
と
が

極
端
に
偏

っ
て
い
る
。
甚
だ
放
縦
で
度
を
越
し
て
で
た
ら
め
で
あ
る
の
も
ま

た
間
違

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ち

ょ
う
こ
う

ろ

う

ぎ

後
漢

の
中
葉
に
お
い
て
、
張
衡
は
陰
陽
の
宗
師
で
あ

っ
た
。
郎
頻
は
天
の

下
す
災
兆
に
最
も
詳
し
か

っ
た
。
そ
の
他
に
も
ま
た
明
々
た
る
名
家
が
あ

っ

た
。
そ
の
弟
子
た
ち
も
ま
た
立
派
な
才
能
と
優
れ
た
徳
を
有
し
て
い
た
が
、

必
ず
し
も
技
芸
才
能
を
体
得
し
尽
く
し
て
は
い
な
か

っ
た
。

ひ

え

き

今
未
来
を
予
知
す
る
こ
と
に
最
も
長
じ
、
時
局
の
事
に
広
く
禅
益
す
る
こ

と
の
で
き
る
者
を
集
め
、
合
わ
せ
て
顕
彰
す
る
こ
と
と
す
る
。

最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
偏
向
を
戒
め
て
未
来
の
変
化
を
正
し
く
知
り
教

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
て
、
『
易
』
繋
辞
の
こ
と
ば
を
引
用
し

「
ふ
さ
わ
し

い
人
」
が
行
う
こ
と
が
肝
要
だ
と
結
論
す
る
。
そ
し
て
①
張
衡

(『
後
漢
書
』
巻

五
十
九

・
列
伝
四
十
九
)、
②
郎
頻

(『後
漢
書
』
巻
三
十
下

・
列
伝
二
十
下
)
、

③
裏
楷

(『後
漢
書
』
巻
三
十
下

・
列
伝
二
十
下
)

・
察
琶

(『
後
漢
書
』
巻
六
十

下

・
列
伝
二
十
下
)

・
楊
厚

(『後
漢
書
』
巻
三
十
上

・
列
伝
二
十
上
)
な
ど
の

名
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
の
者
を
名
家
と
称
し
て
評
価
す
る
が
、
以
後
の
者
に
は
問
題

が
あ

っ
た
、
と
結
ん
で
い
る
。

次
に
、
「方
術
列
伝
」
上
の
巻
末
に
載
せ
る

「論
」
を
挙
げ
る
。

い
わ
ゆ
る

し
ち
ょ
う
し
ゅ
し
ゃ

(
四
)

論

に
日
く
、
漢
世
の
所
謂
名
士
は
、
其
の
風
流
知
る
べ
し
。
弛
張
趣
舎
、

も

っ
ぱ

時
に
未
だ
純
ら
な
ら
ざ
る
こ
と
有
り
と
錐
も
、
情
を
刻
み
容
を
修
む
る
に
於
い
て
、

『後
漢
書
』

の

「方
術
列
伝
」
・
「
逸
民
列
伝
」

に
つ
い
て

い

き

な

ぶ
つ
ほ
う

ひ
ろ

道
芸
に
依
椅
し
て
、
以
て
其
の
声
価
を
就
す
。
能
く
物
方
に
通
じ
、
時
務
を
弘
む

は
ん
え
い

よ
う
こ
う

る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
奨
英

・
楊
厚
①
を
徴
す
る
に
及
び

て
、
朝
廷

神
明
に
待

つ
い

た

す
る
が
若
く
、
寛
に
至
り
て
宮
の
異
無
し
。
英
は
名
最
も
高
く
し
て
、
殿
最
も
甚

り

こ

し
ゅ
ぼ
く

お

も

も
っ
ぱ

だ
し
。
李
固

・
朱
穆
②
等
以
為
え
ら
く
、
処
士
純
ら
虚
名
を
盗
み
、
用
い
る
に
益

し

か

ゆ

え

ん

し

か

ね
が

無
し
と
。
故
に
其
れ
然
る
所
以
な
り
。
然
而
る
に
後
進

之
れ
を
希
い
て
以
て
名

た
ず

を
成
し
、
世
主

之
れ
を
礼
し
て
以
て
衆
を
得
。
其
の
無
用
を
原
ぬ
れ
ば
亦
た
用

為
る
所
以
な
り
、
其
の
有
用
に
則
れ
ば
或
い
は
無
用
に
帰
す
。
何
を
以
て
か
之
れ

か

ん

こ

そ
む

あ

を
言
う
。
夫
れ
換
乎
た
る
文
章
、
時
に
用
に
乖
く
こ
と
或
り
、
本
乎
た
る
礼
楽
、

ゆ

し
ん
し
ん

末
に
適
き
て
疎
た
る
こ
と
或
り
。
其
の
摺
紳
を
陶
し
、
心
性
を
藻
し
、
之
れ
に
由

は
る

り
て
知
ら
ざ
ら
し
む
る
者

に
及
び
て
は
、
豊
に
道

用
表
に
遊
か
に
し
て
、
之
れ

そ
む

あ

ゆ
る
が

数
跡
に
乖
く
に
非
ざ
る
や
。
而
し
て
或
る
者
は
不
践

の
地
を
忽
せ
に
し
、
無
用
の

は
る

し
ょ
う
そ
う

こ

く

か

せ
ん
せ
き

功
を
踪
か
に
し
、
乃
ち
遠
術
を
請
課
し
て
、
国
華
を
賎
斥
す
る
に
至
り
て
は
、
以

り

き

さ

り
ん
ぺ
い

ぶ
ん
り

つ

ね
い
へ
い

じ

為
え
ら
く
力
詐
は
以
て
論
徹
を
救
う
べ
く
、
文
律
は
以
て
寧
平
を
致
す
に
足
り
、

さ
い
さ
つ

わ
た

智
は
猜
察
に
尽
き
、
道
は
法
令

に
足
る
と
。
万
世
に
済
る
と
錐
も
、
其
れ
将

に

い

て

き

も

う

か

か

い

夷
狭
と
同
じ
か
ら
ん
と
す
。
孟
輌
に
言
有
り
て
曰
く
、
「夏
を
以
て
夷
を
変
ず
。

い
わ

わ
た

聞
か
ず
、
夷
に
夏
を
変
ず
る
を
」
と
。
況
ん
や
未
だ
済
ら
ざ
る
者
有
る
を
や
。

論
に
曰
く
、
漢
代
の
名
士
と
い
わ
れ
る
人
々
は
、
そ
の
風
流
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

志
向
を
の
ば
せ
る
も
の
も
あ
り
、

の
ば
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
時
に

用
い
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
用
い
ら
れ
な
い
も
の
も
あ

っ
て
、

一
様
で
は
な

い
。
心
情
を
厳
正
に
し
、
容
儀
を
修
養
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
道
術
に
た
よ
っ

て
名
声
を
得
た
の
で
あ
り
、
物

の
変
化

の
道
理
に
よ
く
通
じ
、
時
の
つ
と
め

を
広
め
た
か
ら
で
は
な
い
。

は
ん
え
い

よ
う
こ
う

奨
英
や
楊
厚
を
招
膀
す
る
に
及
ん
で
は
、
朝
廷
は
神
明
に
待
す
る
よ
う
で

あ

っ
た
が
、

つ
い
に
は
彼
ら
は
特
に
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
か

っ
た
。
奨
英

ひ

ぼ

う

り

こ

し
ゅ
ぼ
く

の
名
声
は
最
も
高
か

っ
た
が
、
誹
諺
も
最
も
甚
だ
し
か

っ
た
。
李
固
や
朱
穆

た
ち
は
、
隠
遁
の
処
士
と
い
う
の
は
専
ら
虚
名
を
得
て
い
る
だ
け
で
、
世
の

役
に
た
た
な
い
。
だ
か
ら
そ
う
な
る
理
由
だ

っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
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『
後
漢
書
』
の

「
方
術
列
伝
」
・
「
逸
民
列
伝
」

に
つ
い
て

し
か
し
、
後
進
の
者
た
ち
は
こ
う
な
る
こ
と
を
願

っ
て
名
を
挙
げ
、
君
主

は
彼
ら
を
礼
を
も

っ
て
待
遇
し
、
人
心
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
無
用
の
根

源
を
た
ず
ね
る
と
ま
た
そ
れ
は
用
で
あ
り
、
有
用
と
い
う
こ
と
に
則
れ
ば
あ

る
い
は
無
用
に
帰
結
す
る
。
ど
う
い
う
わ
け
で
こ
う
言
う
の
か
。

そ
も
そ
も
輝
か
し
い
立
派
な
文
章
も
、
時
に
は
用
い
ら
れ
ぬ
こ
と
も
あ
り
、

す
た

す
べ
て
の
根
本

で
あ
る
礼
楽
も
末
代
に
な
る
と
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

士
大
夫
を
育
成
し
精
神
を
養
い
育

て
、
性
情
を
陶
冶
し
、

こ
れ
に
従
わ
せ
は

す
る
が
わ
か
ら
せ
る
よ
う
に
は
し
な
い
も
の
に
と

っ
て
は
、
文
章
や
礼
学
と

い
う
道
は
日
常
か
ら
離
れ
て
、
数
術

の
理
に
違
背
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。そ
し
て
あ
る
者
は
足
を
下
ろ
し
て
い
な
い
地
を
ゆ
る
が
せ
に
し
、
無
用
の

功
を
遠
く
の
も
の
に
し
て
い
る
。
日
常
か
ら
遠
い
礼
学
を
や
か
ま
し
く
諺
り
、

国
華

で
あ
る
心
に
道
を
お
も
う
隠
逸
の
士
を
侮

っ
て
斥
け
る
と
い
う
こ
と
に

さ

ぼ

う

な
る
と
、
詐
謀
と
武
力
が
没
落
衰
敗
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
法
律
は
太
平
の

世
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
智
と

は
疑
い
察
す
る
こ
と
に
尽
き
、
道
と
い
う
の

は
法
令

で
充
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
で
は
万
世
に
わ
た
る
と
い
っ
て
も
、

い

て

き

夷

狭

と

同

じ

に
な

っ
て
し

ま

う

。

も

う

か

孟
輌
に
こ
う
い
う
言
葉
が
あ
る
、
「
中
華
で
夷
狭
を
感
化
す
る
。
夷
狭
に

中
華
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
。
ま
し
て
や
ま
だ

万
世
に
わ
た
っ
て
い
な
い
者
に
あ

っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

こ
の

「方
術
伝
」
の
最
終
論
は
極
め
て
難
解
で
あ
り
、
解
釈
の
分
か
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

《方
術
》
肯
定
論
な
の
か
否
定
論
な
の
か
判
然
と
し
な

い
。
方
術
者
と
し
て
①
奨
英

(方
術
伝
)

・
楊
厚

(「
序
」
の
③
)
を
挙
げ
朝
廷

は
彼
ら
を
重
用
し
た
が
実
際
に
は
大

し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
、
と
言
い
、
②
李
固

(『後
漢
書
』
巻
六
十
三
、
列
伝
五
十

三
)

・
朱
穆

(『
後
漢
書
』
巻
四
十
三
、
列

伝
三
十
三
)
は
、
彼
ら
を
無
益

の
存
在
だ
と
批
判
し
た
、
と
述

べ
る
が
、
そ
の
後

の
荘
子

の

「用
無
用
」

に
よ
る
論

の
展
開
は
、
《礼
学
》
や

《文
章
》
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
い
が
、
隠
逸
関
係
の
も
の
を
す

べ
て
排
除
す
る
と
そ
れ
も
問
題
だ
と

い
う
。
《智
》
は
猜
察
に
終
わ
り

《道
》
は
法
令
で
事
足
り
る
、
と
な
れ
ば
、
夷

狭

で
あ

っ
て
中
華
で
は
な
い
。
そ
う
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
総
括
的
な
主
張
が

結
論
な
の
だ
が
、
《方
術
》
に
対
す
る
も
の
と
し
て

《礼
学
》
と

《文
章
》
を
対

比
さ
せ
、
ど
ち
ら
か
だ
け
で
善
し
と
す
る
論
理
で
は
な
い
。

た
だ
し

『孟
子
』

の

《夷
狭
》
《
中
華
》
論
を
用
い
た
の
は
な
ぜ

で
あ
ろ
う
か

と
の
疑
問
は
残
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
先

に
触
れ
た
荘
子

の

《用
》
《無
用
》

の
転
換

の
論
理
を
、
《
方
術
》
と

《
礼
学
》
《文
章
》

の
関
係
に
応
用
さ
せ

《方

術
》
の
存
在
理
由
を
解
説
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「序
」

に
言
う

「隠
遠
玄
奥
」
の

世
界
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
む
し
ろ
問
題
は
こ
の
世
界
を

《術
》
と

す
る
人
間
に
あ
る
の
だ
と
い
う
の
が
、
萢
曄

の
主
張

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○

本
稿
は
、
「逸
民
伝
」
と

「方
術
伝
」

に
つ
い
て
概
容
を
述
べ
る
こ
と
が
主
要

な
目
的
で
あ

っ
た
。
こ
の
両
伝
の
比
較
を
試
み
よ
う
と
考
え
た
が
、
そ
れ
は
無
意

味
で
も
あ
り
必
要
の
無
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
《逸
民
》
と

《
方

術
》
は
同
じ
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が

っ
て

「
逸
民
伝
」
と

「
方

術
伝
」
の
比
較
は
不
可
能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
数
の
う
え
か
ら
言
え
ば
、

「
逸
民
伝
」
は
約
十
七
人
、
「方
術
伝
」
は
上
下
合
わ
せ
て
約
四
十

一
人
、
二
倍
の

差
が
あ
る
こ
と
は
、
《逸
民
》
に
認
定
さ
れ
る
の
は
や
は
り
少
数
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
両
伝
に
共
通
す
る
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
や
現
実
か
ら

は
遠
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
が
そ
の
存
在
価
値
は
両
極
に
位
置
す

る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
互
い
に
交
差
す
る
こ
と
の
無
い
世
界
で
あ
る
。

《逸
民
》
は

《隠
逸
》、
《方
術
》
は

《方
技
》
と
名
称
を
変
え
て
、
正
史
の
中

に
生
き
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
伝
の
存
在
に
不
審
と
興
味
を
持

っ
た
こ

と
が
出
発
点
と
な
り
、
ま
ず
こ
の

「方
術
」
「逸
民
」
を
読
み
解
く
作
業
を
始
め

た
の
だ
が
、
五
年
の
歳
月
が
流
れ
て
な
お
い
ま
だ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
両
伝
の
概
容
を
把
握
す
る
た
め
に
、
編
者
苑
曄
が
か
な
り
苦
心
を
し
て
執
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筆
し
た
で
あ
ろ
う

《序
》
《論
》
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
し
た
の
で
あ
る
。

本
文
は
紙
数

の
関
係
か
ら
原
文
を
省
略
し
た
が
、
訓
読
及
び
和
訳
は
、
遅
々
た

る
歩
み
な
が
ら
重
ね
て
来
た
研
究
会

「
夕
陽
舎
」
の
現
在
で
の
成
果
を
若
干
補
筆

訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
ら
ず
も
最
近
に
な

っ
て

『
後
漢
書
』
の
注
釈
が
月
刊

に
近
い
形

で
刊
行
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
両
伝
の
注
釈
は
極
め
て
難
し
く
、
ど

の
よ
う
な
内
容
な
の
か
刊
行
が
待
ち
遠
し
い
。

〔注
〕

※
本
文

の
も
と
と
な

っ
た

『後
漢
書
』
の
原
文
は
、
紹
興
本
を
底
本
と
す
る
標
点

本

『
後
漢
書
』
(中
華
書
局
出
版
、

一
九
六
五
年
)
に
よ
る
。

(
1
)

『
後
漢
書
』
百
二
十
巻
は
、

「本
紀
」
十
巻

・

「列
伝
」
八
十
巻
は
南
朝

宋

の
萢
曄
撰
、
「
志
」
三
十
巻
は
西
晋
の
司
馬
彪

の

『
続
漢
書
』
か
ら
刷
取
し

た
も
の
で
、
「紀

・
伝
」
に
は
唐
の
章
懐
太
子
の
注
、
「志
」
に
は
梁
の
劉
昭
の

注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
苑
曄
は

『
東
漢
観
記
』
そ
の
他
の
後
漢
の
史
書
を
選
択

採
取
し
て

『後
漢
書
』
を
撰
し
た
。

(2
)

華
佗
は
、
『
三
国
志
』
巻
二
十
九
の

『魏
書
』
二
十
九
に
も
伝
が
あ
る
。

せ
ん

よ

げ

き

い

つ

し

ぐ
う

(3
)

論
に
曰
く
、
先
大
夫
宣
侯
、
嘗

て
講
道
の
余
隙
を
以
て
、
逸
士
の
篇
に
寓

こ
う
ぶ
ん
と
う

や

お

も

す
。
高
文
通
の
伝
に
至
り
て
、
綴
め
て
感
有
り
、
以
為
え
ら
く
隠
者
な
り
と
。

こ

う

じ

あ
ら
わ

い
に
し
え

因
り
て
其
の
行
事
を
著
し
て
之
れ
を
論
じ
て
曰
く
、
「古
者

の
隠
逸
、
其

の
風

た
か

え
い
よ
う

ぜ
ん
じ
ょ
う

こ

ち

く

尚
し
。
頴
陽
に
耳
を
洗
い
て
、
禅
譲
を
聞
く
を
恥
じ
①
、
孤
竹
長
く
飢
え
て
、

し
ゅ
う

そ
く

は

は

あ
る

す

た
が

周
の
粟
を
食
む
を
董
ず
②
。
或
ひ
と
は
高
く
棲
み
て
以
て
行
を
違
え
、
或
ひ
と

に
く

い
つ
わ

き

せ

き

き
ょ
し

ゅ
う

は
物
を
疾
み
て
以
て
情
を
矯
り
、
軌
　
区
を
異
に
す
と
錐
も
、
其
の
去
就
は

一

か
く

し
の

で

い

お

し
ず

な
り
。
伊

の
若
き
人
は
、
志
は
青
雲
の
上
を
陵
ぎ
、
身
は
泥
汗
の
下
に
晦
み
、

し
ん
め
い

あ
ら
わ

い
わ

え
ん
る
い

か

心
名
す
ら
且

つ
猶
お
顕
れ
ず
、
況
ん
や
怨
累
を
之
れ
為
さ
ん
を
や
。
夫
の
体
を

さ

ゆ
だ

げ
ん

は
か

え

ん
淵
沙
に
委
ね
③
、
弦
を
鳴
ら
し
て
日
を
揆
る
者
と
④
、
其
れ
遠
か
ら
ざ
ら
ん
や
。

き
ん

し
こ
う

ろ
く
た

い
ふ
せ

ん

論

に
言
う
、
亡
父
の
金
紫
光
禄
大
夫
宣
侯
は
、
か

つ
て
道
を
講
義
す
る
余

い

っ

し

こ
う
ぶ
ん
と
う

暇
に
、
逸
士
の
篇
に
心
を
傾
け

た
。
高
文
通
伝
に
至
る
と
、
読
む
の
を
や
め

て
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
隠
者
だ
と
思

っ
た
。

そ
こ
で
そ
の
事
跡
を
書
き
、
論
じ
て
言
う
に
は

「昔
の
隠
逸
は
、
そ
の
気

『後
漢
書
』
の

「
方
術
列
伝
」
・
「逸
民
列
伝
」
に
つ
い
て

え
い
よ
う

き
ょ
ゆ
う

風
が
は
な
は
だ
高
尚
で
あ
る
。
頴
陽

(頴
水
の
北
)
に
隠
れ
た
許
由
は
耳
を

ぎ

ょ
う

こ
ち

く
く

ん

洗

っ
て
、
尭
が
帝
位
を
譲
ろ
う
と
言
う
の
を
聞
い
た
こ
と
を
恥
じ
、
孤
竹
君

は

く

い

し
ゅ
く
せ
い

し
ゅ
う

そ
く

の
二
子
の
伯
夷

・
叔
斉
は
長
く
飢
え
た
が
、
周
の
粟
を
食
べ
る
の
を
董
じ
た
。

あ
る
者
は
志
高
く
隠
棲
し
て
人
と
は
異
な
る
行
い
を
し
、
あ
る
者
は
外
物
を

嫌
悪
し
て
わ
ざ
と
人
の
情
と
違
う
こ
と
を
す
る
が
、
事
　
は
異
な

っ
て
い
て

も
、
そ
の
去
就
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
志
は
青
雲
の
上
に
な

お
高
く
あ

っ
て
、
身
は
泥

の
下
に
し
ず
み
、
姓
名
で
さ
え
も
明
ら
か
で
は
な

か

っ
た
。
ま
し
て
や
積
み
重
な

っ
た
恨
み
な
ど
は
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
あ
の

べ

き

ら

く

つ
げ
ん

泪
羅
の
淵
に
身
を
投
げ
た
屈
原
や
、
処
刑
に
臨
ん
で
琴
を
弾
き
日
影
を
測

っ

け
い
こ
う

た
奮
康
な
ど
と
は
、
大
い
に
遠
く
隔
た

っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
。
こ
の

中

に

「
隠
逸
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
こ
に
も
や
は
り
、
①
許
由
、
②
伯
夷

.

叔
斉
、
③
屈
原

(戦
国
楚
の
懐
王
の
大
夫
)
、
④
梧
康

(
三
国
魏

の
人
、
竹

林
の
七
賢
)
を
例
に
挙
げ
て
隠
者
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

(4
)

「逸
民
」
の
語
は
、
『論
語
』
尭
日
篇
に

「滅
び
た
る
国
を
興
し
、
絶
え

た
る
世
を
継
ぎ
、
逸
民
を
挙
ぐ
れ
ば
、
天
下
の
民
心
を
帰
す
」
、
『漢
書
』
成
帝

紀
に

「故
に
官
に
廃
事
無
く
、
下
に
逸
民
無
し
」、
『論
衡
』
順
鼓
篇

「絶
世
を

継
ぎ
、
逸
民
を
挙
ぐ
」
、
西
晋
の
播
岳

の

「閑
居

の
賦
」
(『文
選
』
巻
十
六
)

つ
ら

に

「身
は
逸
民
に
斉
し
く
、
名
は
下
士
に
綴
な
る
」
な
ど
が
あ
る
。

(5
)

「
隠
逸
」
の
語
は
、
『
後
漢
書
』
巻
七
十
三

・
列
伝
第
七
十
三
逸
民
列
伝

の
高
鳳
伝
に

「論
に
曰
く
:
・・。
古
え
は
隠
逸
、
其

の
風
尚
し
」
、
『後
漢
書
』

巻
十
七

・
列
伝
凋
峯
頁
列
伝
の
峯
彰
伝
に

「曽
孫

の
杞
、
魏
都
の
太
守

に
遷
り
、

隠
逸
を
招
聰
し
、
政
事
に
参
与
せ
し
む
る
に
、
無
為
に
し
て
化
す
」
な
ど
が
見

え
る
。
ま
た

「逸
士
」

の
語
は
、
『
後
漢
書
』
巻
七
十
三
逸
民
列
伝
、
高
鳳
の

伝
に
、
「
論
に
曰
く
、
・
:
・逸
士
の
篇
に
寓
す
。」
と
あ
る
。

(6
)

『史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
に

「悉
く
文
学
方
術

の
士
を
召
す
に
甚
だ
衆

し
」
、
『漢
書
』
巻
四
十
四
、
准
南
王
劉
安
伝

に

「賓
客
方
術

の
士
数
千
人
を
招

き
致
す
」、
枚
乗
の

「七
発
」
に

「将

に
太
子
の
為
に
方
術
の
士
の
資
略
有
る

者
を
奏
し
て
」
な
ど
と
見
え
る
。

(本
学
教
授
)
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